
平成29年度北海道地区のサーベイランス状況について

解 説
1. 平成29年は30名のサーベイランスを実施

→平成11年以降、最も多い症例数

2. 50歳未満発症孤発性CJD 6例の後方視的検討
 129多型は全例MM
 初発症状がなんらかの局所神経徴候
 罹病期間が長期となる傾向

平成29年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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研究分担者：佐々木秀直 北海道大学大学院医学研究院神経内科

研究協力者：矢部 一郎, 高橋 育子, 松島 理明,  加納 崇裕 ,  森若 文雄

孤発性CJD 遺伝性CJD CJD否定

例 数 16 1 13

男：女 6：10 男性 7：6

平均年齢
（歳）

７４．２±１０．４ ８３ ７４．７±１０．５

V180I  １例 アルツハイマー型認知症
+症候性てんかん ３例
脳梗塞+症候性てんかん ３例
自己免疫脳症 ３例
前頭側頭型認知症 1例
単純ヘルペス脳炎 1例
多系統萎縮症 1例
脊髄小脳変性症 1例

平成29年 サーベイランス調査状況 (30名)

若年発症例ではより慎重な
CJD診断を要する


